
Ⅰ．はじめに

　九州育種場では，タブノキの育種及び遺伝資源保存の

観点から天然林，人工林の調査を進め優良個体の選抜を

行っている。

　優良個体についてクローン増殖に取り組んでいるが，

つぎ木，さし木の活着率は極めて低く，試験用の苗木の

育成は実生繁殖で行っている。増殖或いは育種を進める

に当たり開花，結実等種子生産に関する調査，研究を進

める必要がある。

　種子生産を行う上で着花結実特性を把握することが重

要であるが，開花期から種子の成熟期まで観察したもの

はケヤキ（3）でみられるが広葉樹ではかなり少ないの

が現状である。

　本報は，人工交配等種子生産に関する基礎資料を得る

ため，開花時期，期間，幼果実の発育期間及び漿果の成

熟時期とその期間，また，花芽（蕾）から漿果までの残

存数，さらに花粉の形状，稔性（正常）花粉率について

調査したので報告する。なお，花芽の発育段階における

各部の呼称についてご指導頂いた北海道育種場育種研究

室長星　比呂志氏に御礼を申しあげる。

Ⅱ．材料と方法

　開花結実調査の材料は，１９９８年と '９９年の２ヶ年間表

－１に示す九州育種場（熊本県西合志町）近郊の３地区

で各々２本ずつ計６本について行った。また花粉の形状

及び稔性は，熊本市周辺を加えて４地区２０本を調査し

た。　

　調査地の標高は，玉名市周辺で約２０m，菊池市周辺で

８０mまた阿蘇山周辺では５５０mであった。

　開花期，開花期間の調査は１～５日間隔，幼果実の発

育期間の調査は１～２０日間隔，漿果の成熟期及び期間の

調査は２～７日間隔で行った。　　

　（１）花芽（蕾）数の調査

　１９９８年 '９９年とも４～５月に行い，調査用の円錐花序

は多く着生した部位から採取した。調査は母樹１本当た

り３花序について花芽（蕾）を計数し，平均値を求め蕾

の数とした。　

　（２）開花期，開花期間の調査

　蕾の花被片が開き雄蕊，雌蕊がみられる時期とした。　

続いて葯が裂開し，葯室がみられ（開花最盛期），雄蕊

が萎れた状態になった時期を開花終わりとした。開花期

間は母樹全体の期間とした。

　（３）幼果実の数，発育期間の調査

　幼果実の数は，小果柄の先に幼果実が多数みられる時

期とした。果実の発育期間は小果柄の先に幼果実がみら

れる時期から成熟開始期までとした。

　（４）漿果の数，成熟期，成熟期間の調査

　漿果の数は成熟初期の数とした。また，成熟期は漿果

が少量熟し始めた時期とし，成熟期間は成熟果実が落下

して，果序の軸のみとなった時期までとした。

　（５）花粉の形状，稔性花粉の調査

　形状は酢酸カーミン染色後，光学顕微鏡を用いて各個

体　１５０粒ずつ測定した。また花粉稔性の調査は，同標

本を用いて１個体当たり３００粒以上観察し，稔性花粉数

/観察花粉数×１００により稔性（正常）率を求めた。

Ⅲ．結果と考察

　年度別，調査地別の開花期から漿果の成熟期までを図

－１に示した。この結果を２年間とおしてみると

　（１）開花期

　菊池市周辺では４月８（６～１３）日頃，玉名市周辺で

は４月９（９～１０）日頃，また阿蘇山周辺では４月２３

（２０～２６）日頃であった。阿蘇山周辺の開花開始は，菊

池市周辺に比べ約１５日間，玉名市周辺よりは約１４日間開

花日が遅かった。阿蘇山周辺は菊池市周辺より４７０m，
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玉名市周辺より５３０m程高地であり開花直前の気温が他

２地区に比べ２ヶ年とも平均２～３℃低かった。阿蘇山

周辺の開花開始日が遅かったことは，この温度差が影響

しているように考えられる。

　（２）開花期間

　母樹全体の開花期間は菊池市周辺で平均２７日間，玉名

市周辺で平均３０日間，また阿蘇山周辺で平均２７日間で

あった。この開花期間について索等（2）はケヤキで約

１ヶ月間であったと報告しているが，タブノキの開花期

間もほぼ１ヶ月間であった。

　（３）幼果実の発育期間

　幼果実の発育は４月下旬から５月上旬にかけて始まり，

終了は，成熟初期の７月上旬から中旬までであった。３

地区の発育期間は６５～７３日間であった。幼果実は次第に

発育し，６月上，中旬頃には，成熟時の形状とほぼ同程

度の大きさに達していた。

　（４）漿果の成熟期

　小果柄の先端に着いた果実は，一斉に熟すことはなく

順次成熟する。成熟期は菊池市周辺で７月１０日頃，玉名

市周辺で７月３日頃，阿蘇山周辺で７月１４～１５日頃で

あった。漿果の成熟期も開花期と同様，阿蘇山周辺の開

始期は菊池市周辺に比べ４～５日，玉名市周辺とでは１１

～１２日間遅かった。

　（５）漿果の成熟期間

　調査地及び年によって多少異なり成熟期間は玉名市周

辺で１３（１２～１７）日間，菊池市周辺で１６（１４～２０）日間，

また阿蘇山周辺で１７（１４～１９）日間であった。

　次に花芽（蕾）期から漿果までの着生量の変化を図－

２及び図－３に示した。

　（６）花芽（蕾）及び漿果の着生量

　２年間の調査結果を各地区ごとに各年の平均でみると

蕾を最も多く着生した箇所は１９９８年は菊池市周辺の１１１

個，'９９年では同市周辺で１１４個であった。また，'９８年で

着生数の少なかった箇所は玉名市周辺の６１個，'９９年では

同５８個であった。したがって，花芽（蕾）が幼果実の初

期までに発育した数を２年間の平均でみると１０～２１個と

急激に減少していることが明らかになった。また，漿果

の成熟初期までの残存数は９～１６個とさらに減少した。　

　花芽（蕾）の着生時から漿果の成熟期まで発育した数

の減少割合をみると幼果実時で１４．２～２９．５％，平均

１９．５％であった。したがって幼果実の発育初期までに平

均８０．５％の蕾が自然落下したことがわかった。また，漿

果時では１２．２～１８％，平均１４．５％とさらに着生割合は低

下した。これと同様な調査結果でケヤキ（3）の成熟種

子の割合は３９．１～５３．８％，また，コナラ（4）の結果率

は平均５．４％であったと報告しており，今回調査したタ

ブノキ漿果の着生割合はかなり低い傾向にあった。

　地区別，個体別の花粉径と稔性花粉の割合を表－２に

示した。表から明らかなように花粉径に個体間で多少の

差がみうけられた。個体ごとの範囲は，３９．９７～４６．０７μ

mであった。しかし，花粉径について既報（1）では４０

～４６μmであり本調査結果とほぼ同様の範囲であった。

　また，各個体の稔性花粉の割合は８８．８～９５．１％とそれ

ぞれ，かなり高い稔性が示され充実花粉の多いことが明

らかになった。このことからタブノキ花粉は人工交配に

充分使用できるものと思われる。

Ⅳ．まとめ

　タブノキの開花期から漿果の成熟期まで開花結実に関

する調査を行い一応の結果が得られた。

　開花開始は年，個体により多少の変動がみられたが菊

池市周辺で４月８（６～１３）日頃，玉名市周辺で４月　

９（９～１０）日頃，阿蘇山周辺では４月２３（２０～２６）日

頃であった。

　開花期間は菊池市周辺で平均２７日間，玉名市周辺で平

均２８日間また阿蘇山周辺では平均２７日間であり，開花期

間は母樹全体でほぼ１ヶ月間続いた。

　漿果の成熟開始期は，菊池市周辺で７月１０日頃，玉名

市周辺では７月３日頃，阿蘇山周辺では７月１４～１５日頃

であった。

　漿果の成熟期間は玉名市周辺で平均１３（１２～１７）日間，

菊池市周辺で平均１６（１４～２０）日間，また阿蘇山周辺で

は平均１７（１４～１９）日間が観察された。

　蕾から幼果実の発育期までに約８０％が自然落下した。

また，漿果の成熟期にはわずか１５％の着生率であった。

　花粉の形状は個体間に差がみられたが，形態的な花粉

稔性は平均９０％以上とかなり高いことが明らかになった。

　今後は開花，生殖，花粉等に関する多くの情報を集積

し人工交配の可能性を検討して行きたい。
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表－１　地区別調査本数と母樹の特性

推定樹齢

（年）

胸高直径

（cm）

樹   高

（m）

花粉特性調査母樹

（本）

開花結実調査母樹

（本）
調査地区

３０～１５０２０～１００８～１４５２菊池市周辺

１００～１５０５０～１３０１０～２０９２阿蘇山周辺

１００～１５０５５～１２０１３～１７３２玉名市周辺

１００～１５０９０～１１０１０～１５３―熊本市周辺

２０６計

図－１　年度別，調査地別タブノキの開花期から漿果の成熟期まで
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図－２　タブノキ１花序当たりの蕾から漿果
までの数の変化

図－３　１花序当たり花芽（蕾）数を１００と
した幼果実・漿果数の割合

表－２　タブノキの地区別，個体別花粉
　平均直径及び稔性花粉率

稔性花粉率
（％）

偏　差
平均花粉径
（μm）

調査地区
個体数（本）

９０．６２．３７４０．２７阿蘇山周辺１

９１．２１．５４４０．４２　　〃　　２

９１．８１．７６４３．４０　　〃　　３

９１．８２．５０４１．５７　　〃　　４

９１．０２．３６４３．０９　　〃　　５

９０．３１．７８４３．５３　　〃　　６

８９．９３．２９４１．８３　　〃　　７

９０．３２．１４４２．５７　　〃　　８

８９．４２．１２４０．７９　　〃　　９

９４．４１．９２４３．６４菊池市周辺１

８９．１１．９３４２．０５　　〃　　２

８８．８１．６５４２．３３　　〃　　３

９４．１１．４８４３．５７　　〃　　４

９３．２１．９１４１．００　　〃　　５

９０．９３．３１４５．５７玉名市周辺１

９５．１３．３７４６．０７　　〃　　２

９２．3２．３６４１．３３　　〃　　３

９３．２１．３９４３．６７熊本市周辺１

９１．０２．３６３９．９７　　〃　　２

９２．４１．６６４３．８８　　〃　　３

注：稔性花粉率は染色花粉数／測定花粉数×１００により算出


